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秋秋
のの
叙叙
勲勲
受受
章章
喜喜
ぶぶ
③

白
濱

保
さ
ん

瑞
宝
双
光
章

「
が
ん
」の
病
気
っ
て
？

免
田
小

６
年
生

白
石
学
校
薬
剤
師
に
学
ぶ

交
通
取
締
情
報
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経経
済済
かか
わわ
らら
版版

昭
和
３１
年
、
人
吉
第
三

中
学
校
に
教
諭
と
し
て
赴

任
し
、
平
成
８
年
に
人
吉

西
小
学
校
の
校
長
で
定
年

退
職
。
「
一
生
懸
命
や
っ

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
う
れ
し
い
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
人
た
ち
の
支
援

を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

と
受
章
を
喜
ぶ
。

球
磨
教
育
事
務
所
に
も

指
導
主
事
と
し
て
勤
務
。

「
人
吉
球
磨
は
一
つ
」
の

理
念
の
下
、
教
育
論
文
募

集
の
球
磨
郡
と
人
吉
市
の

一
本
化
を
図
る
人
吉
球
磨

学
校
教
育
振
興
協
議
会
の

発
足
や
、
第
１
回
球
磨
人

吉
同
和
教
育
研
究
大
会
の

開
催
な
ど
数
々
の
取
り
組

み
に
尽
力
し
た
。

山
田
小
学
校
に
校
長
と

し
て
勤
務
し
た
あ
と
、
平

成
２
年
か
ら
人
吉
西
小
学

校
の
校
長
と
な
り
、
教
育

環
境
の
整
備
に
着
手
。
年

次
計
画
を
作
成
し
て
保
護

者
の
協
力
の
下
、
運
動
場

や
花
壇
、
小
鳥
小
屋
、
温

室
、
希
望
の
泉
（
噴
水
）

な
ど
を
整
備
。
人
吉
・
球

磨
特
殊
学
級
設
置
校
研
究

会
会
長
に
も
就
き
、
組
織

の
充
実
に
尽
力
。
郡
市
小

中
学
校
校
長
会
会
長
も
務

め
、
全
体
の
ま
と
め
役
と

し
て
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
在

籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎

朝
、
校
長
室
を
訪
れ
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
く

の
が
日
課
で
し
た
。
卒
業

後
、
何
年
か
過
ぎ
て
か
ら

『
校
長
先
生
、
こ
ん
に
ち

は
』
と
声
を
掛
け
て
く
る

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
障

害
に
負
け
ず
成
長
し
た
元

気
な
姿
を
見
て
、
し
っ
か

り
と
抱
き
し
め
て
あ
げ
ま

し
た
」
と
懐
か
し
む
。

校
長
時
代
に
初
任
者
研

修
制
度
が
発
足
。
「
毎
年

の
よ
う
に
２
、
３
人
の
新

任
の
先
生
が
赴
任
さ
れ
、

全
職
員
が
心
を
一
つ
に
指

導
に
当
た
り
ま
し
た
。
３

年
間
の
研
修
を
終
え
て
巣

立
っ
て
い
く
先
生
た
ち
を

全
職
員
で
喜
び
合
っ
た
も

の
で
し
た
」
と
語
る
。

同
９
年
か
ら
６
年
間
は

旧
須
恵
村
の
教
育
長
も
務

め
た
。「
四
十
年
余
り
の
教

育
の
仕
事
の
中
で
周
り
の

人
た
ち
に
ご
支
援
い
た
だ

い
た
こ
と
に
対
し
『
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ

に
５０
年
余
り
支
え
て
く
れ

た
妻
の
千
代
子
に
は
、
ほ

ん
と
う
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」。（
し
ら
は
ま
・
た
も

つ
、
８２
歳
、
あ
さ
ぎ
り
町

須
恵
）

あ
さ
ぎ
り
町
の
免
田
小

学
校
（
窪
田
龍
記
校
長
）

で
こ
の
ほ
ど
、
「
が
ん
教

育
講
演
会
」
が
開
か
れ
、

６
年
生
は
学
校
薬
剤
師
で

㈱
ユ
ネ
ッ
ト
清
風
薬
局
社

長
の
白
石
貴
裕
さ
ん
の
話

に
耳
を
傾
け
理
解
を
深
め

た
。講

演
会
は
、
学
校
薬
剤

師
が
専
門
的
な
知
識
を
生

か
し
た
講
話
を
行
い
、
児

童
た
ち
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
こ
と
を
狙
い
に

企
画
。

児
童
６１
人
は
、
日
本
人

の
死
亡
原
因
の
１
位
で
あ

る
が
ん
と
い
う
病
気
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を

考
え
、
「
予
防
に
は
健
康

に
よ
い
生
活
習
慣
」「
早
期

発
見
に
は
定
期
的
な
検
診

が
大
切
」
と
い
っ
た
こ
と

を
学
び
、白
石
さ
ん
が「
が

ん
は
遺
伝
子
の
病
気
。
大

部
分
の
が
ん
は
遺
伝
し
な

い
が
、
一
部
遺
伝
す
る
も

の
も
あ
る
。
偏
っ
た
生
活

は
良
く
な
い
。
早
期
発
見

が
大
事
。
お
酒
や
た
ば
こ

は
が
ん
の
原
因
に
も
な

る
」
な
ど
と
分
か
り
や
す

く
伝
え
た
。

が
ん
に
な
っ
た
男
性
の

治
療
に
向
け
た
思
い
や
生

活
の
様
子
な
ど
も
ビ
デ
オ

で
視
聴
し
、
山
口
真
由
さ

ん
（
１２
）
は
「
こ
れ
か
ら

は
生
活
習
慣
を
整
え
、
大

人
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
い
」

と
話
し
た
。

【
１２
日
（
日
）】

▼
午
前

▽
葦
北
郡
芦
北
町
小
田
浦

（
国
道
３
号

交
差
点
違

反
）

▼
午
後

▽
合
志
市
幾
久
冨
（
県
道

携
帯
電
話
・
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
）

【
１３
日
（
月
）】

▼
午
前

▽
山
鹿
市
菊
鹿
町
（
県
道

速
度
）

▽
熊
本
市
南
区
城
南
町
下

宮
地
（
国
道
２
６
６
号

携
帯
電
話
・
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
）

▼
午
後

▽
八
代
市
千
丁
町
（
県
道

速
度
）

▽
天
草
市
志
柿
町
（
国
道

３
２
４
号

速
度
）

【
１４
日
（
火
）】

▼
午
前

▽
球
磨
郡
錦
町
西
（
国
道

２
１
９
号

携
帯
電
話
・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▽
上
天
草
市
大
矢
野
町

（
国
道
２
６
６
号

速
度
）

▼
午
後

▽
熊
本
市
東
区
長
嶺
南

（
県
道

携
帯
電
話
・
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
）

▽
阿
蘇
郡
小
国
町
北
里

（
国
道
３
８
７
号

速
度
）

【
１５
日
（
水
）】

▼
午
前

▽
熊
本
市
南
区
南
高
江

（
国
道
３
号

携
帯
電
話

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▽
上
益
城
郡
山
都
町
上
寺

（
国
道
４
４
５
号

携
帯

電
話
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▼
午
後

▽
菊
池
市
七
城
町
亀
尾

（
県
道

速
度
）

▽
上
益
城
郡
御
船
町
小
坂

（
国
道
４
４
５
号

交
差

点
違
反
）

【
１６
日
（
木
）】

▼
午
前

▽
菊
池
市
泗
水
町
田
島

（
県
道

速
度
）

▽
葦
北
郡
芦
北
町
湯
浦

（
国
道
３
号

携
帯
電
話

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▼
午
後

▽
玉
名
市
岱
明
町
鍋
（
国

道
５
０
１
号

速
度
）

▽
阿
蘇
市
一
の
宮
町
坂
梨

（
国
道
２
６
５
号

速
度
）

【
１７
日
（
金
）】

▼
午
前

▽
合
志
市
幾
久
冨
（
県
道

携
帯
電
話
・
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
）

▽
葦
北
郡
津
奈
木
町
小
津

奈
木
（
国
道
３
号

携
帯

電
話
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▼
午
後

▽
天
草
市
久
玉
町
（
国
道

２
６
６
号

速
度
）

▼
夜
間

▽
熊
本
市
中
央
区
安
政
町

（
国
道
３
号

飲
酒
運
転
）

【
１８
日
（
土
）】

▼
午
前

▽
球
磨
郡
湯
前
町
（
国
道

２
１
９
号

携
帯
電
話
・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
）

▼
夜
間

▽
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
久
石

（
県
道

交
差
点
違
反
）

※
日
時
・
場
所
は
変
更

あ
り
、
発
表
以
外
の
取
り

締
ま
り
も
実
施
。

カ
ミ
ナ
リ
食
堂
で

昭
和
歌
謡
ナ
イ
ト

◆
人
吉
市
鍛
冶
屋
町
の

カ
ミ
ナ
リ
食
堂
で
こ
の

ほ
ど
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
カ
ミ
ナ
リ
昭
和
歌
謡

ナ
イ
ト
」
が
開
か
れ
、

郡
市
か
ら
２５
人
が
参
加

し
た
。

３
月
か
ら
始
ま
っ
た

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
枚

２
０
０
０
円
の
チ
ケ
ッ

ト
で
１
ド
リ
ン
ク
付
き
。

こ
の
日
は
、
ゲ
ス
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
熊
本

市
の
ほ
か
全
国
で
も
活

動
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
ｃ
ｏ
ｂ
ｙ
、

横
浜
市
出
身
の
Ｄ
Ｊ
「

Ｐ
ａ
ｐ
ａ
―
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
」

を
迎
え
て
開
か
れ
た
。

ｃ
ｏ
ｂ
ｙ
の
力
強
く

も
優
し
い
歌
声
と
、
Ｐ

ａ
ｐ
ａ
―
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
の

セ
レ
ク
ト
す
る
心
地
良

い
昭
和
歌
謡
曲
の
中
、

聴
衆
は
お
い
し
い
お
酒

と
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

「
イ
ベ
ン
ト
が
成
功

し
て
良
か
っ
た
。
３
度

目
の
開
催
に
向
け
て
仲

間
た
ち
と
一
緒
に
頑
張

り
マ
ッ
ク
ス
！
」
と
同

店
代
表
の
豊
永
卓
志
さ

ん
。問

い
合
わ
せ
は
、
カ

ミ
ナ
リ
食
堂
（
電
話
３

２
・
９
１
８
２
）ま
で
。

水
曜
日
が
定
休
日
。

教
育
の
充
実
に
尽
力

白石さん（右）の話に聞き入る児童たち
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